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別記様式（第４条関係）

会 議 録

会 議 の 名 称 定例庁議

開 催 日 時

午前９時３０分から

令和２年８月１８日（火）

午前１０時２０分まで

開 催 場 所 朝霞市役所 別館２階 全員協議会室

出 席 者

富岡市長、關野副市長、三好教育長、神田市長公室長、毛利

危機管理監、須田総務部長、宮村市民環境部長、三田福祉部

長、麦田こども・健康部長、笠間都市建設部長、田中会計管

理者、木村上下水道部長、村山議会事務局長、金子学校教育

部長、神頭生涯学習部長、渡辺監査委員事務局長

（担当課）

永里政策企画課長、櫻井同課長補佐、村岡同課政策企画係主

事

（事務局）

永里政策企画課長、櫻井同課長補佐、村岡同課政策企画係主

事、稲葉市長公室次長兼秘書課長

会 議 内 容
１ 内部評価結果報告書について

２ 令和２年第３回朝霞市議会定例会提出議案について

会 議 資 料 ・令和２年度朝霞市行政評価（内部評価）結果報告書

会 議 録 の

作 成 方 針

□電磁的記録から文書に書き起こした全文記録

□電磁的記録から文書に書き起こした要点記録

■要点記録

□電磁的記録での保管（保存年限 年）

電磁的記録から文書に書き起こした

場合の当該電磁的記録の保存期間

□会議録の確認後消去

□会議録の確認後 か月

会議録の確認方法

出席者の確認及び事務局の決裁

そ の 他 の

必 要 事 項
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審議内容（発言者、発言内容、審議経過、結論等）

【議題】

１ 内部評価結果報告書について

【説明】

（担当課：永里政策企画課課長）

報告書については、行政評価制度の概要を示すとともに、令和元年度に実施した施策

の評価を行った結果と今後の方向性などについて記述しているものある。

まず、５ページをお開きいただきたい。なお、１ページから４ページには、行政評価

の概要を記載しており、これまでと大きな変化はない。

「１ 施策評価結果の集計」の「（１）評価の概要」だが、総合計画の中柱の８２施

策について、各所管課に評価していただいた。

「（２）施策の分析」の達成度、必要性については、これまで度と同様、Ａ～Ｅの５

段階評価としている。

①の達成度については、８２施策のうち、６８施策がＣ以上、すなわち「目標・計画

どおりに成果が上がっている」で、「Ｄ 目標・計画を下回り、十分な成果が上がらな

かった」施策は１４施策、「Ｅ 目標・計画を大幅に下回り、ほぼ成果が上がらなかっ

た」施策はなかった。

②の必要性については、８２施策の全てがＣ以上、すなわち「ニーズ及び解決すべき

課題は現状と変わらない」か「増加する方向にある」となっている。

６ページをお開きいただきたい。

③達成度と必要性のクロス分析だが、必要性がＡ又はＢで高いのにも関わらず、達成

度がⅮと低くなっている施策が１０あった。

７ページの下、「２ 行政評価結果～政策分野ごとのまとめ」だが、ここから２５ペ

ージまでは、６つの政策分野ごとに区分し、それぞれの成果や課題などについて記載し

ている。こちらの内容については、施策評価シートをもとに、所管課・所管部で内容を

作成していただいたものである。

２７ページ以降には、参考資料として要綱、施策と評価一覧、施策評価シートを示し

ている。

報告書は、今後、市長決裁を経て報告書として確定させるとともに、９月議会前には

市議会へも配布をさせていただく。説明は以上である。

【質疑等】

なし

【結果】

提案のとおり、決定する。
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【議題】

２ 令和２年第３回朝霞市議会定例会提出議案について

【説明】

（須田総務部長）

議案第４６号 令和元年度（２０１９年度）朝霞市一般会計歳入歳出決算認定につい

てである。

令和元年度の決算額は、歳入が、４４５億８５７万８２８円となり、歳出は、４３３

億４，１６９万２９９円で、歳入歳出差引残額は、１１億６，６８８万５２９円となっ

た。

この残額から、継続費逓次繰越額、繰越明許費繰越額及び事故繰越し繰越額を差し引

いた翌年度繰越額は、９億７，１６０万８，９１３円である。

以下、歳入歳出の概要を申し上げる。

まず、歳入であるが２ページを御覧いただきたい。市税は、２２９億７，８８４万６，

４９６円で、歳入総額の５１．６パーセントを占めている。

地方譲与税は、自動車重量譲与税などで、２億１，３６４万７，０２１円となり、地

方消費税交付金は、２１億７，３３４万８，０００円の交付となっている。

４ページを御覧いただきたい。地方交付税は、普通交付税６，２９９万６，０００円、

特別交付税２億６７６万５，０００円が交付されている。

分担金及び負担金は、保育園入園児童保護者負担金などで、７億５，４４２万８，７

６６円となり、使用料及び手数料は、自転車等駐車場の使用料や一般廃棄物処理手数料

などで、７億５，３０３万４，１７１円となっている。

国庫支出金は、子どものための教育・保育給付交付金、児童手当交付金や、生活保護

費負担金などで、８１億４，２１１万６，４９９円となっている。

県支出金は、障害者自立支援給付費負担金、子どものための教育・保育給付費負担金

を始め、児童手当負担金、個人県民税徴収委託金などで、３０億３，６５０万７，７３

３円となっている。

繰入金は、下水道事業特別会計や財政調整基金の繰入金などで、８億１，５２１万２，

２７１円となっている。

繰越金は、前年度からの繰越事業に係る分を含めて、１３億４，１１６万８，０７２

円となっている。

諸収入は、学校給食費受入金やスポーツ振興くじ助成金のほか、指定管理料精算金な

どで、１３億１，９９２万５，３６４円となっている。

６ページを御覧いただきたい。市債は、児童館建設事業債、第八小学校自校給食施設

等整備事業債、臨時財政対策債など１８件で、１７億９３９万４，０００円の借入れと
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なっている。

以上が歳入の主なものである。

次に歳出であるが、８ページを御覧いただきたい。議会費は、会議録調製委託料など

で、２億７，２０３万９，０３９円を支出し、総務費は、防災行政無線デジタル化整備

工事や住民情報システム借上料、市民センターなどに係る指定管理料などで、４８億４，

６６６万５，９９２円を支出している。

民生費は、介護給付・訓練等給付費負担金や児童手当を始め、子どものための教育・

保育給付負担金や生活保護費などのほか、介護保険特別会計や国民健康保険特別会計へ

の繰出金などで、２２６億４，１７２万９，１８０円となっている。

衛生費は、各種個別予防接種、がん検診のほか、可燃ごみ・資源ごみの収集運搬委託

料などで、２９億７，０８３万６，７２０円を支出し、農林水産業費は、市民農園整備

工事などで、７，６６２万４，８５５円となっている。

商工費は、小口等融資貸付預託金やプレミアム付商品券発行に係る経費、産業文化セ

ンターの指定管理料などで、３億３，２２８万１３８円を支出している。

土木費は、シンボルロード整備工事や自転車駐車場等指定管理料などのほか、下水道

事業特別会計への繰出金などで、３２億８８８万１，３４６円となっている。

１０ページを御覧いただきたい。消防費は、朝霞地区一部事務組合負担金や消火栓新

設及び維持管理費負担金などで、１３億３，９９４万９，９１５円を支出している。

教育費は、学校の給食賄材料費や第八小学校自校給食施設等整備工事、総合体育館施

設改修工事などで、４５億９，６６２万６，２８６円となっている。

公債費は、３０億５，４６５万７，５１１円を支出している。

以上が歳出の主なものだが、この中には前年度からの繰越事業分も含まれている。

以上が、歳入歳出決算の概要である。

（麦田こども・健康部長）

議案第４７号 令和元年度（２０１９年度）朝霞市国民健康保険特別会計歳入歳出決

算認定についてである。

３６ページを御覧いただきたい。国民健康保険の令和元年度末における加入者の状況

だが、世帯数は、１万７，０１７世帯、被保険者数は、２万４，９９５人となっており、

前年度と比較すると、世帯数は３４４世帯、１．９８パーセントの減少で、被保険者数

は８６４人、３．３４パーセントの減少となった。

７ページを御覧いただきたい。令和元年度の決算額は、歳入が、１１１億４，０６０

万９，８２８円となり、歳出は、１０９億９，３５８万８，４９２円で、歳入歳出差引

残額は、１億４，７０２万１，３３６円である。

８ページを御覧いただきたい。歳入の主なものだが、国民健康保険税は、２７億６，
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３２６万５，５８９円で、歳入総額に占める割合は、２４．８パーセントである。

県支出金は、保険給付費等交付金で、７２億２，５５９万７，１０４円となった。１

０ページを御覧いただきたい。繰入金は、一般会計繰入金などで、９億４，０４６万５，

２５０円となり、繰越金は、その他繰越金で１億６，１７７万８，７３１円である。

歳入全体では、前年度と比較すると、０．７３パーセントの増加となっている。

１６ページを御覧いただきたい。歳出の主なものだが、保険給付費は、療養給付事業

や高額療養費支給事業などで、７０億８，６７４万４，５０５円となり、歳出総額に占

める割合は、６４．４７パーセントである。

２２ページを御覧いただきたい。国民健康保険事業費納付金は、広域化にともない、

３５億５，９７７万１，０９４円を支出している。

２４ページを御覧いただきたい。保健事業費は、特定健康診査等事業などで、１億３，

２３４万２，６７１円となっている。２８ページを御覧いただきたい。基金積立金は、

財政調整基金積立金などで、１億１，６９２万９，７０７円で、諸支出金は、償還金な

どで５，２３４万３，０９０円となっている。

歳出全体では、前年度と比較すると、０．８８パーセントの増加となっている。

以上が、歳入歳出決算の概要である。

（木村上下水道部長）

議案第４８号 令和元年度（２０１９年度）朝霞市朝霞都市計画下水道事業特別会計

歳入歳出決算認定についてである。

７ページを御覧いただきたい。令和元年度の下水道事業特別会計の決算額は、歳入が

１３億３，３５３万５，７９７円となり、前年度対比２５．４パーセント減、歳出は１

２億２，７１２万４，４７４円で、前年度対比２６．３パーセント減。歳入歳出とも、

前年度対比が減となっている理由は、公営企業会計への移行にともない、出納整理期間

を待たずに打ち切り決算としたことによる。歳入歳出差引残額は、１億６４１万１，３

２３円となり、この残額は下水道事業について地方公営企業法が適用されたことにとも

ない、令和２年度の朝霞市下水道事業会計に引き継ぐものである。

以下、歳入歳出の概要を申し上げる。

２ページ及び３ページを御覧いただきたい。主なものは、第１款、下水道総務費は職

員人件費、公営事業会計移行事業などである。第２款、下水道事業費は、汚水雨水維持

管理事業に加え、汚水管工事、雨水管工事のほか、荒川右岸流域下水道事業に係る負担

金を支出した。第３款公債費は、下水道事業債の元金償還及び利子である。

（三田福祉部長）

議案第４９号 令和元年度（２０１９年度）朝霞市介護保険特別会計歳入歳出決算認
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定についてである。

４２ページを御覧いただきたい。令和元年度末における第１号被保険者数の状況だ

が、２万７，４８６人となり、前年度と比較すると、３２１人、１．１８パーセント増

となっている。

また、要介護、要支援認定者数は、４，７０８人となり、前年度と比較すると、１８

９人、４．１８パーセントの増となった。

７ページを御覧いただきたい。令和元年度の決算額は、歳入が７３億３，８２２万４，

０６７円、歳出が７０億４，８８２万６，３１３円で、歳入歳出差引残額は２億８，９

３９万７，７５４円となった。

８ページを御覧いただきたい。歳入だが、保険料は、６５歳以上の第１号被保険者分

として、１５億８，４０５万２，８２０円となっている。

国庫支出金は、介護給付費負担金などで、１４億８，３５７万４，２６３円、支払基

金交付金は、介護給付費交付金などで、１８億１，９２７万８，０００円となった。１

０ページを御覧いただきたい。県支出金は、介護給付費負担金などで、１０億５３２万

４，７３７円、繰入金は、一般会計及び基金からの繰入金を合わせ、１２億２，８３８

万８，４５８円である。

１４ページを御覧いただきたい。歳出だが、総務費は、一般管理事務費のほか、賦課

徴収事業や介護認定審査事業などで８，０６２万１８円である。

１８ページを御覧いただきたい。保険給付費は、居宅介護等サービス給付事業や施設

介護サービス給付事業などで、保険給付費全体では、６３億３，８５２万３，７２３円

となっている。

２４ページを御覧いただきたい。地域支援事業費は、介護予防生活支援サービス事業

や包括的支援事業に係る委託料、負担金、補助及び交付金などで、３億９，６３０万２，

３２２円である。

３０ページを御覧いただきたい。基金積立金は、介護保険保険給付費支払基金積立事

業などで、４，４６７万１，３５８円である。

（麦田こども・健康部長）

議案第５０号 令和元年度（２０１９年度）朝霞市後期高齢者医療特別会計歳入歳出

決算認定についてである。

１８ページを御覧いただきたい。令和元年度末における被保険者数の状況だが、１万

３，６１４人となり、前年度末と比較すると、４６３人、３．５２パーセントの増加と

なった。

７ページを御覧いただきたい。令和元年度の決算額は、歳入が、１３億４３万５，４

６５円となり、歳出は、１２億９，６９０万８，４４６円で、歳入歳出差引残額は、３
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５２万７，０１９円である。

まず、歳入の主なものだが、後期高齢者医療保険料は、１０億８，９８９万５，８８

０円、繰入金は、事務費繰入金と保険基盤安定繰入金で、２億１５９万３，９２０円、

繰越金は、前年度繰越金で、５７８万１，１４４円となっている。

１０ページを御覧いただきたい。歳出だが、総務費は、一般管理事務費と徴収事業で、

１，５１９万５３２円、後期高齢者医療広域連合納付金は、後期高齢者医療広域連合納

付事業で、１２億７，４６７万７，２００円となっている。１２ページを御覧いただき

たい。諸支出金は、保険料還付事業などで、７０４万７１４円を支出している。

（木村上下水道部長）

議案第５１号 令和元年度（２０１９年度）朝霞市水道事業会計剰余金の処分及び決

算の認定についてである。

２ページ及び３ページを御覧いただきたい。収益的収入及び支出についてだが、収益

的収入は、２４億５，６０５万５，５１７円で、水道料金や水道利用加入金などである。

収益的支出は、２１億５１１万３，７９２円で、県水受水費のほか、職員人件費、委

託料、修繕費、減価償却費及び企業債利息などである。

収益的収入及び支出の差引金額は、３億５，０９４万１，７２５円である。

次に、４ページ及び５ページを御覧いただきたい。資本的収入は、５億４，５８２万

７，７７９円で、企業債のほか、消火栓敷設替工事に係る負担金である。

資本的支出は、１２億７，８２５万７，６８３円で、主なものは、建設改良費の水道

管耐震化事業、老朽管更新事業、水圧不足改善事業のほか、企業債の元金償還金である。

なお、資本的収支額の資本的支出額に対する不足額は、当年度分消費税及び地方消費

税資本的収支調整額や当年度分損益勘定留保資金、減債積立金及び建設改良積立金で補

てんした。

次に、１０ページを御覧いただきたい。剰余金の処分については、当年度未処分利益

剰余金５億４，８６４万５８１円のうち、２億５，７９４万６，２７４円を資本金に組

み入れるとともに、今後の水道事業運営に対応していくため、減債積立金及び建設改良

積立金に、それぞれ１億４，５００万円を積み立てる案とした。

（須田総務部長）

議案第５２号 令和２年度（２０２０年度）朝霞市一般会計補正予算第４号である。

１ページを御覧いただきたい。今回の補正額は、歳入歳出それぞれ、１４億２，５２

９万６，０００円の増額で、累計額は、６１０億３，７６４万２，０００円となってい

る。

まず、歳入だが、２ページを御覧いただきたい。地方特例交付金は、交付額の確定に
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より、１，３９５万円増額している。

地方交付税は、普通交付税の算定結果にともない、新たに普通交付税を８，４９２万

３，０００円計上している。

使用料及び手数料は、新型コロナウイルス感染症の影響により、公共施設使用料の減

免を行ったことなどにより、使用料を９２５万４，０００円減額している。

国庫支出金は、新たに個人番号カード交付事務費補助金や学校保健特別対策事業費補

助金などを計上するほか、国の令和２年度第２次補正予算により追加配分された新型コ

ロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金などを増額することにより、８億７，０８

３万１，０００円増額している。

なお、新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金は、補正予算第１号から第

４号に計上した新型コロナウイルス感染症対策事業の財源としている。

県支出金は、オリンピック・パラリンピックの延期にともない、ふるさと創造資金な

どを減額する一方、新型コロナウイルス感染症緊急包括支援交付金などを新たに計上す

ることにより、７，８５１万５，０００円増額している。

財産収入は、溝沼子どもプールの休場にともない、自動販売機用敷地貸付料を２５万

５，０００円減額している。

寄附金は、一般寄附金など７６件、１９２万円の受け入れをしている。

繰入金は、介護保険特別会計などの決算による精算金を繰り入れる一方、財政調整基

金繰入金を減額することにより、５億５，９２９万９，０００円減額している。

繰越金は、令和元年度決算にともない、前年度繰越金を５億２，１６０万８，０００

円増額している。

諸収入は、国・県支出金過年度収入や各種施設の指定管理料精算金などを計上するこ

とにより、２億１，３６７万７，０００円増額している。

市債は、グリーンインフラ整備事業債や臨時財政対策債を新たに計上するほか、橋梁

改修事業債などを増額することにより、２億８６８万円増額している。

次に、３ページを御覧いただきたい。歳出だが、総務費は、オリンピック・パラリン

ピック事業を、大会の延期にともない減額する一方、避難所における感染症対策に係る

経費を増額するほか、令和元年度決算による前年度繰越金を財政調整基金に積み立てる

ことなどにより、４億３，３６１万９，０００円増額している。

民生費は、ふれあいスポーツ大会等の中止にともない、障害者スポーツ・レクリエー

ション事業を減額する一方、新たに、障害者施設や保育園、放課後児童クラブなどにお

ける感染症対策への補助金などを計上するほか、介護保険利用者負担軽減対策費補助金

などを増額することにより、３億５，６４１万円増額している。

衛生費は、春のきれいなまちづくり運動の中止にともない、環境美化事業を減額する

一方、朝霞和光資源循環組合負担金などを増額することにより、６，７０２万９，００
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０円増額している。

農林水産業費は、農業祭の中止にともない、農業祭に係る経費を減額する一方、農業

近代化設備事業費補助金などを増額することにより、２０６万３，０００円増額してい

る。

商工費は、新たにプレミアム付商品券事業費補助金を計上するほか、中小・小規模企

業者支援金を増額することにより、７，６００万円増額している。

土木費は、新たにグリーンインフラ整備工事や自転車駐車場整備工事などを計上する

ほか、道路舗装工事などを増額することにより、２億６，７８３万７，０００円増額し

ている。

消防費は、新たに防火水槽撤去にともなう補償料を計上することにより、７７０万円

増額している。

４ページを御覧いただきたい。教育費は、市民体育祭などの中止にともない、関係経

費などを減額する一方、新たに、小・中学校に学習支援員を配置するための経費や、西

朝霞公民館施設改修工事を計上するほか、小・中学校において１人１台のコンピュータ

端末を整備するため教材教具購入費を増額することなどにより、２億１，４６３万８，

０００円増額している。

６ページを御覧いただきたい。第２表地方債補正は、新たにグリーンインフラ整備事

業や臨時財政対策債を追加するほか、橋梁改修事業や公園施設長寿命化対策事業につい

て借入限度額の変更を行うものである。

（麦田こども・健康部長）

議案第５３号 令和２年度（２０２０年度）朝霞市国民健康保険特別会計補正予算第

２号である。

１ページを御覧いただきたい。今回の補正額は、歳入歳出それぞれ１億７，３０１万

５，０００円の増額で、これを含めた累計額は、１０６億３０４万３，０００円となっ

ている。

８ページを御覧いただきたい。歳入だが、県支出金は、特別交付金として３，５９９

万４，０００円を増額している。

繰越金は、前年度決算額の確定により、１億３，７０２万１，０００円を増額するも

のである。

１０ページを御覧いただきたい。歳出だが、基金積立金は、この補正予算における歳

入歳出の差引額１億２，７３３万５，０００円を財政調整基金等積立事業に積み立てる

ものである。

諸支出金は、新型コロナウイルス感染症の影響による国民健康保険税の減免にともな

う還付金や保険給付費等交付金の確定にともなう返還金で、４，５６８万円を増額する
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ものである。

（三田福祉部長）

議案第５４号 令和２年度（２０２０年度）朝霞市介護保険特別会計補正予算第２号

である。

１ページを御覧いただきたい。今回の補正額は、歳入歳出それぞれ２億９，２０１万

３，０００円の増額で、これを含めた累計額は、７４億１，７４５万８，０００円とな

っている。

今回の補正予算は、前年度決算の確定にともなう精算と、地域支援事業費の増額を行

うものである。

８ページを御覧いただきたい。歳入だが、国庫支出金は、地域支援事業交付金などを

４８万４，０００円増額し、支払基金交付金は、地域支援事業支援交付金などを４万２，

０００円増額するものである。

県支出金は、地域支援事業交付金などを２４万１，０００円増額するものである。

１０ページを御覧いただきたい。繰入金は、一般会計繰入金として地域支援事業繰入

金、低所得者保険料軽減繰入金を１５４万７，０００円増額し、基金繰入金として介護

保険保険給付費支払基金繰入金を３０万３，０００円増額するものである。

繰越金は、前年度決算額の確定により、２億８，９３９万６，０００円増額するもの

である。

次に、１２ページ以下を御覧いただきたい。歳出の主なものだが、地域支援事業費は、

新型コロナウイルス感染症の感染予防対策のための衛生用品の購入などのため、一般介

護予防事業費を１６万円、包括的支援事業・任意事業費を１１５万８，０００円増額す

るものである。

基金積立金は、介護保険保険給付費支払基金積立金を１億３，４０３万９，０００円

増額するものである。

諸支出金は、前年度決算の確定により国、県、支払基金への返還金を１億６０３万６，

０００円増額し、一般会計繰り出し金を５，０６２万円増額する。

（麦田こども・健康部長）

議案第５５号 令和２年度（２０２０年度）朝霞市後期高齢者医療特別会計補正予算

第１号である。

１ページを御覧いただきたい。今回の補正額は、歳入歳出それぞれ３５２万６，００

０円の増額で、これを含めた累計額は、１４億６万３，０００円となっている。

８ページを御覧いただきたい。歳入だが、繰越金は、前年度決算額の確定により、前

年度繰越金として、３５２万６，０００円を増額するものである。
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１０ページを御覧いただきたい。歳出だが、後期高齢者医療広域連合納付金は、令和

元年度の出納整理期間分の後期高齢者医療保険料として、７２万５，０００円、諸支出

金は、一般会計繰出金として、２８０万１，０００円をそれぞれ増額するものである。

（須田総務部長）

議案第５６号 朝霞市税条例の一部を改正する条例である。

改正内容については、地方税法等の一部を改正する法律の施行にともない、個人市民

税では、ひとり親に対する非課税措置及び所得控除を見直し、固定資産税では、登記簿

上の所有者が死亡し、相続登記がされるまでの間において、現に所有している者の申告

を制度化するものである。市たばこ税では、軽量な葉巻たばこの課税方式の見直しを段

階的に実施するものである。

また、新型コロナウイルス感染症及びそのまん延防止のための措置が納税者に及ぼす

影響の緩和を図るための改正として、個人市民税では、住宅借入金等特別税額控除の適

用期限を延長し、固定資産税では、中小事業者が所有する事業用家屋及び償却資産に係

る課税標準について、事業収入の減少幅に応じて軽減するほか、生産性向上特別措置法

に規定する一定の事業用家屋及び構築物に係る課税標準の特例措置を規定し、軽自動車

税では、環境性能割の臨時的軽減措置の適用期限を延長するものである。また、税の徴

収については、猶予の特例に係る手続き等を規定するものである。そのほか、引用条項

の整理を行う。

これらの改正のうち、市民税に係る改正は令和３年１月１日及び令和４年４月１日か

ら、固定資産税に係る改正は公布の日から、市たばこ税に係る改正は令和２年１０月１

日及び令和３年１０月１日から、新型コロナウイルス感染症に係る特例措置等は公布の

日及び令和３年１月１日から施行したいと考えている。

次に、議案第５７号 朝霞市都市計画税条例の一部を改正する条例である。

改正内容は、新型コロナウイルス感染症及びそのまん延防止のための措置が納税者に

及ぼす影響の緩和を図るため、地方税法等の一部を改正する法律が施行されたことにと

もない、中小事業者が所有する事業用家屋に係る課税標準について、事業収入の減少幅

に応じ軽減するものである。

そのほか、法律改正に合わせて、所要の措置を行うものである。

この改正については、公布の日及び令和３年１月１日から施行したいと考えている。

（木村上下水道部長）

議案第５８号 朝霞市水道事業及び下水道事業の設置等に関する条例の一部を改正

する条例である。

改正内容については、条例の第３条第３項に規定する、給水人口１３万４，２００人
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から１４万６，５００人に、同条第４項に規定する１日最大給水量４万８，１００立方

メートルから、５万２００立法メートルに、それぞれ現状を踏まえ変更するものである。

施行日については、今後この数値を基に、国に事業認可の変更手続きを行うので、こ

の期間を考慮し、令和３年４月１日から施行したいと考えている。

（金子学校教育部長）

議案第５９号 財産の取得についてである。

取得する財産は、朝霞市立中学校学習者用コンピュータ等である。

学習者用タブレット型コンピュータを２，２０６台、ケース一体型キーボードを２，

２０６台、管理ソフトウェアを２，２０６台分購入するものである。

契約金額は、税抜き １億１，０００万円である。

契約方法は、指名競争入札で、契約の相手方は、リコージャパン株式会社販売事業本

部埼玉支社である。

次に、議案第６０号 財産の取得についてである。

取得する財産は、朝霞市立小学校学習者用コンピュータ等である。

概要としては、学習者用タブレット型コンピュータを４，９６３台、ケース一体型キ

ーボードを４，９６３台、管理ソフトウェアを４，９６３台分、教育委員会管理用コン

ピュータ１台を購入するものである。

契約金額は、税抜き ２億４，７５３万９，５５１円である。

契約方法は、指名競争入札で、契約の相手方は、株式会社ライオン事務器北関東支店

である。

（須田総務部長）

議案第６１号 人権擁護委員候補者の推薦に関する意見を求めることについてであ

る。

朝霞市推薦の人権擁護委員のうち、久瀬逸子氏の任期が令和２年１２月３１日をもっ

て満了となるが、同氏を再び委員に推薦いたしたく、提案する次第である。

久瀬氏の経歴については、経歴書のとおりであるが、平成２１年１月から人権擁護委

員として御活躍中である。

（金子学校教育部長）

議案第６２号 教育委員会委員任命に関する同意を求めることについてである。

市の教育委員会委員のうち、平木倫子氏の任期が令和２年９月３０日をもって満了と

なるが、同氏を再び委員に任命したく、提案するものである。

平木氏の経歴については、経歴書のとおりであるが、平成２４年１０月から教育委員
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会委員として御活躍中である。

次に、議案第６３号 教育委員会委員任命に関する同意を求めることについてであ

る。

市の教育委員会委員のうち、髙橋松久氏の任期が令和２年９月３０日をもって満了と

なるが、同氏を再び委員に任命いたしたく、提案するものである。

髙橋氏の経歴については、経歴書のとおりであるが、平成２８年１０月から教育委員

会委員として御活躍中である。

次に、議案第６４号 教育委員会委員任命に関する同意を求めることについてであ

る。

市の教育委員会委員のうち、岡野忠正氏が令和２年７月１７日に御逝去されたことに

ともない、新たに上野正道氏を委員に任命いたしたく、提案する次第である。

上野氏の経歴については、経歴書のとおりである。

【質疑等】

なし

【結果】

提案のとおり、決定する。

【閉会】


